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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゲノしIL収・・こ儲11鯛恥て細かくll博徽となし過

　　　　　　　　　緒　　　　　雷　　　　　　　　　　剰のホ’tマリンを1除去するため薫溜水一（1・水洗後二・乱7・＿バ

ウランと脚｛［：i’su、z）SCJ，if．して沈勲・賊1一そて、IL働嚇　スで9°～11°℃働511欄処｝　し噸伽・し・めるc）ceの

避調べると鰍、もキ。一ト、噺、は。ガ。。ク7．、tL・　1壷胴1鷹椒劇勿や低飴・購が舖’されてい6d）で

撚しておりしかも・が酬、玩羅して腰な澱割を　これを1舷するため゜・1N　N・ONに灘レ・灘せし

有し・〔いることが想椥来る．U礪畷激き圃。ぐ　める譜々Na°H溶灘と1）か双蝋物を除乱て
配イ源刊1の購についチ。シ。捌旨，。ア、ノ鍵、香　かtr”°・1MIC1轍ll1に蹴し磯・・1N　KCI瀧突で

醐　旨｝、姻一るHg購壷豊嵯の女ll鰍1イ燕雛，、オし　灘し鞭燃溜水でC1力二認めら就・くな髄麟し

る．樹脂働・朧舗，付ン・瑚繍での伽1，が賜　て乾燥する・収脚゜・59・勲透明・少し醐髄有
であ繍および前、iiiiの　i己｛、脇．1　1の蹴　輔より劃な　する・”チオン熱額2・84m・・q・N・／9繍

働靴鯛、ついてpH　、・微麟よりキ。一トの　B）ウラ＝）ムの吸灘捌定・編のpH｛・おけるU

蛾を検討しその中2髄選ん醐1靴艦みUに魍一　畷醐を調べるため1・徽灘用いて餌射ヒに保
る吸瀧を調べると共に他の鱒、ついても騰髄澗　つた・緩衝液としては

定しU剛す礒択髄検討した。　　　　　　pH　1－’2°・2N　HCIと・・2M・1〈Cl

Iサルチル酸樹脂　　　　　　　　　pH　3”“7°・1Mクエ職と第二燐酸・一ダ
・を配位原子とし硝する瀟族・ド・キ…ボ・　烈口いた調脂の1受灘より溶液の・H　’・S変fヒす闘

酸・ルムアルデ・ド醐旨とし・・ゾ・シ・酸・ルム・　難があるのであらかじ醐『を徽の・II・・J）緩徽に

，げ。醐旨であるW。f。、itCが彿である．。脚　瀬して平襖iに融しめた後繍灘より1徐液・風轍
ルチル酉鋤・き構造・・もの・・Uを選撒謝・のでない　‘e〕1、の゜・°1塑゜・（N°・）・瀦とそれぞれ・・pHの

かと叛て、れか醐榊禽1戎を行つtc。　　　櫛・液25miを鰍，48｝㈱翻で搬して・購1乳衡に

・）樹脂の鍼と顛樋　　　　　達せしめる・、黛液勅u°艶チオシア・ア・モ・醗
ii）サ。チ．酸卿独齢、サ，、チ，L酸（m．P、56．一、5㌧色し砒色耀し嚇鏑ll°苫㌍し，m・M／醐1旨として

7・C），、鰭鰍綴，を可鋤蝿の、。％N、・H轍　しめす聯1麺励である・

を用いてカ11熱瀞1し・35％司『牌リソをサルチル酸の2　　T。b1，・Ad，。，p・i。n。f　UO、1・by　S、li、yii、　A，id．

倍量加え，十分撹非牛混含してから冷却器を附して90・w　　　　　　　　　　Formaldehyde　Resin

95°Cで加熱縮含したが良好な糊脂はえられオ戚かつた・　　　　　　　PH　　　　UO2’卜m，M／g　Resin

i）　サルチル酸とフ＝・ノー一ルの共縮合：予備実験¢）紬　　　　　　1　　　　0．03

・果サlt’チル酸59を可及的少最の20％NaOH溶液で溶解　　　　　　　2　　　　0．06

後フェノールを3。4g加え加熱溶解する。　これに12。59　　　　　　　3　　　　0・08

の35％ホ脚・」ン勧IIえ，一｝う｝1糊・後融li｝　1をつけて90　　　4　　0・°5

．－
X5・CでI」r，熱すると約5齢jにして髄・）ゼリー．一　ll／tに　　　5　－（Ppt）
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　H　没食子酸樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　あって吸矯がおこったり，OH　JI騨独でも緋合が可能の

　　　　9H　　没餅酸（ガルス酸）の鋤ll子も　1胎が踊かも知れ1矩ので・：c　7－・・…ホ…　一，V　Vン樹

蛤゜H重ζ談蟹蕩冷徽1！鞘謡鷲◎1欝1・繍繍濃1濃薪、

　　　論、した・　　　　・した・の蝋良・・撒・・吸㍊嚇・・f伽燃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果をTable　3にしめす。

A）没食子酸樹脂の合成
i）　没食子酸の単独縮合：没食ゴ・酸として試薬川の一1⊃の　　　　　Table　3　Adsorption　of　UO評by　Phenol－Forinal　一

翻いた．N。OHで酬・しア，・カリ鵬1で糾朗」瞳　　　dehyde　R・si・・

色・の1　胎にIJI1え噛li合さ、1：たが良塒櫛1旨慨軌な　　　PH　UOe－in　．　M／g　R・sin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　0，002
かつた。

・i）・…一一　・…の燃・フー・覗嚇撤　　l　l：lll
よつて次の如き生成物がえられた。　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　0．000

　　没食子・酸　フエノール　ホルマリン樹脂のi生質　　　　　　 5　　　　　0．001

（1）　　1モル　　1モル　　　4モル　　樹脂化せず

（2〕　　1　　　　3　　　　　　4　　　　　もろい樹脂　　　　　これからOH撫が単独に存在し没魚∫・酸の如き基間0，1剣

（3）　　1　　　　2　　　　　6　　　　良好な樹脂　　　　係が一建のものでない場合には殆んどUの吸將が認めら

没食子酸109を少量の10％d．）　NaOHに完全に溶解し，こ　　　れないことが判る。

れにフmノー一ル139，ホ1いマリン60ml（35％溶液）を加え　　　ii）　Ag・H9，　Cuの吸着能力測定：没禽・r・酸樹脂がf也の

温浴上で90～950Cに加熱しゲル化後水1先し「て過剰のホ　　　重金属に対して如何なる吸着性をしめすかを知るために

ルマリンを除去した後100°C’il’　6時聞加熱乾燥して黒禍　　　糟製風乾した没食・／’r・酸樹脂0，59ずつをとりこれにそれ

色の光沢ある樹脂がえられた。収鍛339，前項のサルチ　　　ぞれ2M　KNOa　10ml，水ZOml，0．1M　AgNOs（あゐ

ル酸樹脂の精製と金く同様に処理した後カチオンi交換審　　　いはHg（NOs）u・Cu（NOa）2）10mlを加え蜜温にて72

蚤を濁定した結果O．　82m．eq／g樹｝1旨であった。　　　　　　時間1時々振盈して平衡に逮せしめた後残檸金属載凌分析

B）　没食子酸樹脂の金属吸彊性　　　　　　　　　　　　　によつて求めて吸着鍛を粥hした。Ag，　H霧の分析には

i）ウヲニウムの吸着能力測寵：前項のサルチル酸樹脂　　　ロダンアンモンの溶液を用いて鉄明バンを指示榮として

の場合と金く同様に吸着鍛を各pHで測宛した。比色に　　　滴定した。一一一lh－CUはKIを加え遊離された1をチオ

は島津製光電比色計DF皿型を用いた。　　　　　　　　　硫酸ソ…　”“で澱粉液を指示薬として滴定した。これらの

　結果をTable　2にしめす。　　　　　　　　　　　　場合もpHによつて吸着鐙の蕪が齋然存在する筈である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がここでは単に参考とするのでpHの変化にょ為影響は

T・b1・21 `d…pti・・。f　UOtilh　by　G。11i、　A、id　　無視した。糊↓をT・b1・4にしめす。

　　　　　　Resin
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　pH　　　　UO2什m．M／g　Resin　　　　　　　　　　　Table　4　Adsorption　of　Ag，　Hg，　Cu　by　Gallic

　　　　工　　　　　　　0．51　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Acid　Resin

　　　　2　　　　　　1．13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　m．M／9：Resin

　　　　3　　　　　　　1．37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ag　　　　　　　O．26

　　　　4　　　　　　　　　1．41　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hg　　　　　　　　　O．09

　　　　5　　　　　　　　　　1，24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cu　　　　　　　　　　O．38

　　　　6　　　　　　1．07

　　　　7　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　これからUに対する吸着蹴に比してfli丁れも可成り小さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くUに対する選択｛生の良いことがわかつた。

　この様なUの吸着は同じOH基を有する他の樹脂によ

つてもおこることが予想される。すなわちフ．、：ノール樹　　　　　　　　　　　　赤吉　　　　　　論

脂単独でもOH基間の構造が没食了・醒俊と同じ様な部分が　　　　サILチル酸・フ＝ノール樹脂は　2，84m－eq／9のヵチ
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オソ交換容jl！：を有しているがUに対する吸着｛盛【三は小さく　　　obtained　by　the　condensatiQn　of　Salicylic　acid，

最大植でもpH　3で0．08m．M／g樹脂である。没食子　　　Plienol　and　Formaldehyde，　Its　adsorbability　of　U

酸はフ・1ニノー一・ルと良好な樹．脂を作り，没食了・酸，フェノ　　　　ion　was　not　so　excellent　as　we　expected，　The

一ル・ホ．ル．マリソのモル比が1：2；6の場．合の樹脂は　　　adsorption　of　U　ion　by　Salicylic　acid　res｛n　in　the

pH　4において1．4］，UOLイ÷m．M／9樹1］旨の韻大吸茄llllを　　　various　pH　SQlutions　was　shown　in　Table　1．

：有する。OH恭が単独に多数存在するフー＝ノール樹脂の　　　Gallic　acid　resin　was　preparecl　in　the　same

U吸賄能力は無視しうる程度である。没食了・酸はAg，　　　procedure　as　jn　the　case　of　Salicylic　acid　resin．

H9，Cu　についても吸蒲力を有するがUに比して小さく　　　10g　of　Gallic　acid　and　13g　of　Phenol　were　dis・

Uに対’して選択吸蒲性が良好なことが判つた。　　　　　　　solved　in　10％NaOH　solution．　The　mixture　was

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　treated　with　60ml　of　HCOH　solution　（．35％）on

　　　　　　　　　　　　　　　丈　　　　　　　献　　　　　　　　　　　　　　water　bath　and　resin　so　formed　was　crushed　and

1）　北条好正・井木正夫・平村．播入：繊維学誌，11，　　　　washed　with　water，　then　conditioned　fQr　aclsorp－

　　　，820　（1955）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t｛oll　test。　Cation　exchange　capacity　of　this　resin

2）　北．条婿il三：工化　59，631，962（1956）　　　　　　　　　was　O，82m．　eq．／g　resin，　Table　2　shows　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　adsorption　of　U　by　Gallic　acid　resin．　The　Gallic

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Summa「y　　　　　　　　　　　　　　　acid　resin　adsoi・bed　U　iQn　much　more　than　the

　　　From　reports，　it　is　known　that　oxygen　atom　　　　SaHcylic　acid　resin　did，　Gallic　acid　resin　is

　in　the　compounds　which　precipitate　U　ion　plays　　　　expected　to　adsorb　the　other　metal　ion　than　U

an　important　role　as　electron　donating　atom　for　　　　ion　in　solution，　therefQre　the　adsorption．test　of

　U．These　experiments　lユave　been　attempted　for　　　　the　GaUic　acid　resin　were　done　with　Ag，　Hg　and

　the　purpose　of　obtaining　a　good　selective　chelate　　　　Cu，　The　results　wer．e　showh　in　Table　4，　The

　resin　for　U．　The　synthesis　◎f　Salicylic　acid　　　　Gallic　acid　resin　has　shown　a　selectivity．

　resin　has　been　undertaken　and　a　stable　resin．was


